
野生生物情報の開示の考え方について

事業概要 審議会資料 ３

既存データ
の整理

既存データ
の可視化

新規データ
の収集

施策への
反映

 岡山市野生生物目
録（H23）

 絶滅危惧種基礎資
料整理（H27）

 重要生態系リスト
（R3）

 自然環境モニタリ
ング（R4〜）

これまでの事業 これからの事業

 市⺠参加型モニタ
リング

 貴重野生生物の保
護

データの公開︖



野生生物情報の開示の考え方について

どう収集するか︖ … R4モニタリング
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どこまで開示してよいか︖② … 事務局案

まとめ



野生生物情報の開示の考え方について

モニタリングによる情報収集①

🄫PASCO／🄫GeoTechnologies Inc.

瓜生川周辺

龍王山周辺

奥迫川の田園

藤ヶ鳴湿原周辺

操山及び百間川上・中流域

目的
野生生物の生息・生育状況の推移を把握
するための調査

対象地域（重要生態系94地域から選定）
重点的に調査すべき5地域

調査対象
R4 植物
R5 哺乳類、鳥類、爬虫・両生類
R6 魚類
R7 昆虫

調査機関
㈱総合環境計画岡山事務所（R4年度）
※委託契約

定点調査



野生生物情報の開示の考え方について

モニタリングによる情報収集②

志呂神社（三樹山）

真星川
母谷の田園

紅岸寺城跡

宝伝の海浜

徳蔵神社の樹林

目的
野生生物の生息・生育状況を把握するた
めの調査

対象地域（重要生態系94地域から選定）
これまでに野生生物の調査が⼗分に⾏わ
れていない地域（年度ごとに設定）

調査対象
動物、植物（対象地域ごとに設定）

調査機関
(公財)岡山県環境保全事業団
※連携協定締結

ローリング調査

🄫PASCO／🄫GeoTechnologies Inc.

(済)鳥･水･節･植

(済)鳥･水･節･植
水･植
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野生生物情報の開示の考え方について

種名の開示

区分 科名 種名 学名 岡山県レッドリスト
ササユリ Lilium japonicum

クサスギカズラ目 ラン科 カキラン Epipactis thunbergii
トキソウ Pogonia japonica 絶滅危惧II類

アヤメ科 キショウブ Iris pseudacorus
ニワゼキショウ Sisyrinchium rosulatum

ヒガンバナ科 ノビル Allium macrostemon
ハタケニラ Nothoscordum gracile

クサスギカズラ科 ヒメヤブラン Liriope minor
ヤブラン Liriope muscari
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus
ナガバジャノヒゲ Ophiopogon japonicus var. umbrosus
ミヤマナルコユリ Polygonatum lasianthum

ヤシ目 ヤシ科 シュロ Trachycarpus fortunei
ツユクサ目 ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis

イボクサ Murdannia keisak
ムラサキツユクサ Tradescantia ohiensis

イネ目 ガマ科 ヒメミクリ Sparganium subglobosum 絶滅危惧II類
コガマ Typha orientalis 準絶滅危惧

イグサ科 イグサ Juncus decipiens
コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus ssp. leschenaultii
クサイ Juncus tenuis
ハリコウガイゼキショウ Juncus wallichianus
スズメノヤリ Luzula capitata
ヤマスズメノヒエ Luzula multiflora

カヤツリグサ科 シラスゲ Carex alopeculoides var. chlorostacya
マツバスゲ Carex biwensis

 調査地域ごとに確認種リストを作成して岡山市HPに公開

注︓このデータは架空のものです 🄫PASCO／🄫GeoTechnologies Inc.

調査地点



野生生物情報の開示の考え方について

位置情報の開示

 岡山市地図情報に生物種ごとの位置情報をプロットして公開

※イメージ
神奈川県茅ケ崎市
「まっぷdeちがさき」から転載
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野生生物情報の開示の考え方について

開示の視点 ーオープンデーター

 ⾏政の透明性向上（エビ
デンスの取り込み）

 保護団体の活動推進
 環境アセスメント手続き

時に活用
 市⺠や研究機関での学び

に資する

オープンデータ
住⺠や⺠間企業等が活用しやすいように、⾏政が保有するデータ
を整備すること

オープンデータの推進について（令和4.5.16 ICT推進課）

野生生物情報を公開した場合の効果



野生生物情報の開示の考え方について

開示の視点 ー乱獲・盗掘の防止ー

希少生物の生息・生育に関する情報については、必要に応じ公開に当たって種
及び場所を特定できない形で整理する等の配慮が⾏われるものとすること。

環境影響評価法の規定による主務大臣が定めるべき指針等に関する基本的事項（平成26.6.27 環告83）

公表された位置情報をもとに、希少植物の盗掘、希少動物の密漁の危
険性が高まる恐れ

社会的な理解の推進と絶滅保護種の保全に有益と考えられる情報については、
公開によって絶滅危惧種の保全上の悪影響を生じさせることの無いよう、適切
な方法により公開する。

絶滅のおそれのある野生生物種の保全戦略（平成26.4 環境省）
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野生生物情報の開示の考え方について

開示の考え方（案）

① 岡山県レッドデータブックにおいて、存続を脅かす要因が「業者・マニア捕獲」「採集圧」「カメ
ラマンによる繁殖妨害」などとされている種（マニア捕獲等記載種）

② 絶滅の恐れのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）に基づく国内希少野生動植物
種及び地元等で不開示の希望がある種

 種名
動物、植物ともに原則開示 ※下記①は不開示

 位置情報
a. 動物

確認地点等からの移動性が高いため、原則開示 ※下記①②は不開示

b. 植物
• 移動困難で位置が特定でき盗掘のおそれがあるため、岡山県レッドデータ

ブック掲載種は情報不開示
• その他の種は原則開示 ※下記②は不開示

参考）動植物の重要な種等に関する情報開示の考え方について（平成23.10.6 国交省岡山河川事務所 第2回⼩⽥川付替事業環境影響評価技術検討委員会資料3）
環境影響評価図書のインターネットによる公表に関する基本的な考え方（平成24.3 環境省）



野生生物情報の開示の考え方について

存続を脅かす要因の例

出典︓岡山県版レッドデータブック2020



野生生物情報の開示の考え方について

種名の開示（運⽤例）

区分 科名 種名 学名 岡山県レッドリスト
ササユリ Lilium japonicum

クサスギカズラ目 ラン科 カキラン Epipactis thunbergii
トキソウ Pogonia japonica 絶滅危惧II類

アヤメ科 キショウブ Iris pseudacorus
ニワゼキショウ Sisyrinchium rosulatum

ヒガンバナ科 ノビル Allium macrostemon
ハタケニラ Nothoscordum gracile

クサスギカズラ科 ヒメヤブラン Liriope minor
ヤブラン Liriope muscari
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus
ナガバジャノヒゲ Ophiopogon japonicus var. umbrosus
ミヤマナルコユリ Polygonatum lasianthum

ヤシ目 ヤシ科 シュロ Trachycarpus fortunei
ツユクサ目 ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis

イボクサ Murdannia keisak
ムラサキツユクサ Tradescantia ohiensis

イネ目 ガマ科 ヒメミクリ Sparganium subglobosum 絶滅危惧II類
コガマ Typha orientalis 準絶滅危惧

イグサ科 イグサ Juncus decipiens
コウガイゼキショウ Juncus prismatocarpus ssp. leschenaultii
クサイ Juncus tenuis
ハリコウガイゼキショウ Juncus wallichianus
スズメノヤリ Luzula capitata
ヤマスズメノヒエ Luzula multiflora

カヤツリグサ科 シラスゲ Carex alopeculoides var. chlorostacya
マツバスゲ Carex biwensis

「マニア捕獲」等の記載あり

「マニア捕獲」等の記載なし

“トキソウ” はリストから削除する

このまま掲載
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野生生物情報の開示の考え方について

まとめ

種 名 位置情報

動 物 県レッド掲載種 ①は不開示 ①②は不開示

その他の種 ②は不開示

植 物 県レッド掲載種 ①は不開示

その他の種 ②は不開示

① マニア捕獲等記載種

② 種の保存法に基づく国内希少野生動植物種及び地元等で不開示の希望がある種


